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企業等の東京一極集中に係る基本調査（市民向け国際アンケート）【日本語版】 

 
【基本的な設問】 
Q1. あなたの性別をお答えください。 

1．男性     2．女性      
 
Q2. あなたの年齢をお答えください。 

    才 
 
Ｑ3. あなたが 15 歳までの間で最も長く住んでいた都道府県をお選びください。また、その都道府県に住んでいた年数についても

お答えください。（SA） 
1. 北海道 
2. 青森県 
3. 岩手県 
4. 宮城県 
5. 秋田県 
6. 山形県 
7. 福島県 
8. 茨城県 

9. 栃木県 
10. 群馬県 
11. 埼玉県 
12. 千葉県 
13. 東京都 
14. 神奈川県 
15. 新潟県 
16. 山梨県 

17. 長野県 
18. 富山県 
19. 石川県 
20. 福井県 
21. 岐阜県 
22. 静岡県 
23. 愛知県 
24. 三重県 

25. 滋賀県 
26. 京都府 
27. 大阪府 
28. 兵庫県 
29. 奈良県 
30. 和歌山県 
31. 鳥取県 
32. 島根県 

33. 岡山県 
34. 広島県 
35. 山口県 
36. 徳島県 
37. 香川県 
38. 愛媛県 
39. 高知県 
40. 福岡県 

41. 佐賀県 
42. 長崎県 
43. 熊本県 
44. 大分県 
45. 宮崎県 
46. 鹿児島県 
47. 沖縄県 
48. 外国 

＃国に応じて選択肢を設定 
 

     年 
 
Q4. あなたが 15 歳までの間で最も長く住んでいた都道府県の中で、最も長く住んでいた市区町村をお選びください。 

市区町村のリストから選択 
＃国内のみを対象 

 
Ｑ5. あなたが現在住んでいる都道府県をお選びください。また、その都道府県に居住し始めて何年目かをお答えください。（SA） 

1. 北海道 
2. 青森県 
3. 岩手県 
4. 宮城県 
5. 秋田県 
6. 山形県 
7. 福島県 
8. 茨城県 

9. 栃木県 
10. 群馬県 
11. 埼玉県 
12. 千葉県 
13. 東京都 
14. 神奈川県 
15. 新潟県 
16. 山梨県 

17. 長野県 
18. 富山県 
19. 石川県 
20. 福井県 
21. 岐阜県 
22. 静岡県 
23. 愛知県 
24. 三重県 

25. 滋賀県 
26. 京都府 
27. 大阪府 
28. 兵庫県 
29. 奈良県 
30. 和歌山県 
31. 鳥取県 
32. 島根県 

33. 岡山県 
34. 広島県 
35. 山口県 
36. 徳島県 
37. 香川県 
38. 愛媛県 
39. 高知県 
40. 福岡県 

41. 佐賀県 
42. 長崎県 
43. 熊本県 
44. 大分県 
45. 宮崎県 
46. 鹿児島県 
47. 沖縄県 
48. 外国 

＃国に応じて選択肢を設定 
  

      年目 

 
  

参考資料２ 
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Q6. あなたが現在住んでいる市区町村をお選びください。 
市区町村のリストから選択 

＃国内のみを対象 
 

Q7. あなたが最初の就職の直前（学生時代）に通った学校（現在学生の場合は現在通っている学校）についてお答えくださ
い。（SA） 
1. 中学校 
2. 高等学校 
3. 専門学校 
4. 高等専修学校 
5. 高等専門学校 

6. 短期大学 
7. 大学 
8. 大学院 
9. その他 

＃国に応じて選択肢を設定 
 
Q8. 最初の就職の後に、学校に入りなおした経験があるかお答えください。卒業（修了）した学校がある場合、その学校につい

て、全てお選びください。（MA） 
1. 卒業（修了）した学校はない 
2. 高等学校 
3. 専門学校 
4. 高等専修学校 
5. 高等専門学校 

6. 短期大学 
7. 大学 
8. 大学院 
9. その他 

＃国に応じて選択肢を設定 
 
Q9. 現在の就労の状況について最も近いものをお答えください。（あなたご自身）（SA） 

1. 経営者・役員 
2. 公務員 
3. 会社員（総合職） 
4. 会社員（一般職） 
5. 会社員（契約） 
6. 会社員（派遣） 

7. 自営業 
8. パート・アルバイト 
9. 専業主婦（主夫） 
10. 学生 
11. 無職 
12. その他 

＃国に応じて選択肢を設定 
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Q10. あなたの現在の仕事として最もあてはまるものをお選びください。（複数の仕事をしている方は主なものについてお答えくだ
さい）（SA） 
1. 管理的職業従事者（管理的公務員、会社管理職など） 
2. 専門的・技術的職業従事者（研究者、技術者、医師、看護師、教員など） 
3. 事務従事者（庶務事務員、営業・販売事務員など） 
4. 販売従事者（小売店主・店長、販売店員、営業職業従事者など） 
5. サービス職業従事者（家事手伝い、介護職員、美容師、調理人、飲食店主・店員など） 
6. 保安職業従事者（自衛官、警察官、消防員、警備員など） 
7. 農林漁業従事者（農耕従事者、育林従事者、漁労従事者など） 
8. 生産工程従業者（生産整備制御・監視従事者、製品製造・加工処理従事者など） 
9. 輸送・機械運転従業者（電車運転士、バス運転者など） 
10. 建設・採掘従業者（とび職、大工、土木従事者など） 
11. 運輸・清掃・包装等従業者（配達員、ビル・建物清掃員など） 
12. 分類不能の職業 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
＃国内と国外で異なる選択肢を設定（日本標準職業分類（JSCO）・国際標準職業分類（ISCO）に準拠） 

 
Q11. あなたの現在の会社の従業員規模をお答えください。（SA） 

1. 5人未満 
2. 5人以上10人未満 
3. 10人以上50人未満 
4. 50人以上100人未満 
5. 100人以上300人未満 

6. 300人以上500人未満 
7. 500人以上1,000人未満 
8. 1,000人以上 
9. わからない 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 
Q12. 現在の勤務先に勤め始めて何年目ですか。（SA） 

1. 1～2年目 
2. 3～5年目 
3. 6～10年目 
4. 11～20年目 

5. 21～30年目 
6. 31～40年目 
7. 41年目以上 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 
Q13. あなたの年収をお答えください。（SA） 

1. なし 
2. 100万円未満 
3. 100～199万円 
4. 200～299万円 
5. 300～399万円 
6. 400～499万円 

7. 500～699万円 
8. 700～999万円 
9. 1,000～1,499万円 
10. 1,500～1,999万円 
11. 2,000万円以上 
12. わからない／答えたくない 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
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Q14. 現在結婚していますか。（SA） 
1. 結婚している（事実婚も含む） 
2. 以前結婚していたことがあるが、今は結婚していない 

3. 一度も結婚したことがない 
4. 答えたくない 

 
Q15. 前問で、「１.結婚している（事実婚も含む）」と回答した方に伺います。 

あなたの配偶者・パートナーの就労の状況について最も近いものをお答えください。（SA） 
1. 経営者・役員 
2. 公務員 
3. 会社員（総合職） 
4. 会社員（一般職） 
5. 会社員（契約） 
6. 会社員（派遣） 

7. 自営業 
8. パート・アルバイト 
9. 専業主婦（主夫） 
10. 学生 
11. 無職 
12. その他 

＃Q14 の「結婚している（事実婚も含む）」を対象 
 
Q16. あなたが現在同居している方をお答えください。あてはまるものお選びください。（MA） 

1. 配偶者・パートナー 
2. 祖父・祖母（義理の祖父・祖母含む） 
3. 父・母（義理の父・母含む） 
4. 子ども 
5. 孫 

6. 兄弟・姉妹 
7. 交際相手 
8. 友人・知人 
9. 同居者はいない 
10. その他 
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【生活の満足度・人生観に関する設問】 
Q17. あなたがご自分で感じている仕事に関する満足度についてお答えください。（SA） 

「不満」を 1、「満足」を 10 とした場合、あなたの仕事への満足度を 10 段階でお答えください。 
賃金・給与 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
労働時間 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
仕事のやりがい 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
仕事全般 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 
Q18. あなたがご自分で感じている生活に関する満足度についてお答えください。（SA） 

「不満」を 1、「満足」を 10 とした場合、あなたの生活への満足度を 10 段階でお答えください。 
家族関係 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
交際関係（友人、近所
付き合いなど） 

1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 

居住スペース 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
住まいの周辺の環境 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
レジャー・余暇 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 
生活全般 1（不満）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（満足） 

 
Q19. あなたの通勤・通学に要する時間は片道でどのくらいですか。 

※コロナ禍以前の状況についてお知らせください。 
※在宅勤務やリモート授業のように通勤・通学がない場合、0 時間 0 分とお答えください。 
（片道）     時間    分 

＃Q9 の「専業主婦」、「無職」以外を対象 
 

Q20. あなたがご自分で感じている将来への不安として、どのようなことがありますか。あてはまるものをお答えください。（あてはま
るもの全てに〇）（MA） 
1. 自分の健康について 
2. 家族の健康について 
3. 自分の生活（進学、就職、結婚、子育てなど）

上の問題について 
4. 家族の生活（進学、就職、結婚、子育てなど）

上の問題について 
5. 現在の収入や資産について 
6. 今後の収入や資産の見通しについて 

7. 老後の生活設計について 
8. 家族・親族間の人間関係について 
9. 近隣・地域との関係について 
10. 勤務先での仕事や人間関係について 
11. 事業や家業の経営上の問題について 
12. 大規模な自然災害の発生 
13. その他 
14. わからない 
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Q21. あなたは次の a、b、c それぞれの期間に、地域（地域コミュニティ）の活動にどれくらい参加しましたか。 
（例：お祭りなど地域振興・住民の懇親に関する活動、地域の学校・教育関連の活動、敬老会など福祉関連の活動、
地域の交通問題に関する活動、地域の防犯・防災に関する活動、公園の掃除など地域の美化に関する活動） 
※18 歳の方は b と c で同様の選択肢を選んでください。（SA） 
ａ．0 歳～15 歳（幼少期～少年期） 
1. 週に1回以上 
2. 月に数回 
3. 年に数回 

4. 年に1回 
5. 参加しなかった 

b．16 歳～18 歳（青年期前半） 
1. 週に1回以上 
2. 月に数回 
3. 年に数回 

4. 年に1回 
5. 参加しなかった 

c．それ以降～現在 
1. 週に1回以上 
2. 月に数回 
3. 年に数回 

4. 年に1回 
5. 参加しなかった 

 
Q22. 次のａ、b のところに、あなたはどの程度愛着がありますか。（SA） 

ａ．出身地（Q3 で選択した都道府県） 
1. とても愛着がある 
2. まあ愛着がある 

3. あまり愛着がない 
4. まったく愛着がない 

b．現在住んでいる都道府県 
1. とても愛着がある 
2. まあ愛着がある 

3. あまり愛着がない 
4. まったく愛着がない 

 
Q23. あなたは家族や周囲の知人の意見や評価が気になり、自身が望む働き方や生き方を選択できないと感じたことがあります

か。（SA） 
1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

 
Q24. あなたが他の人がしないことに挑戦しようとしたとき、家族や周囲の知人は応援・賛同してくれますか。（SA） 

1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

 
Q25. あなたは「有名大学に行き、有名企業に就職する」ことがキャリアの成功だと思いますか。（SA） 

1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 
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Q26. あなたは「成長ややりがいには乏しいが、失敗するリスクは少なく、安定した収入が得られる仕事」と「失敗や収入が不安定

になるリスクはあるが、成長ややりがいに溢れた仕事」なら、どちらにつきたいですか。10 段階でお答えください。（SA） 
1      2      3      4      5      6      7      8      9      10 

←                                                                  → 

 
  

成長ややりがいには乏しいが、失敗するリスクは
少なく、安定した収入が得られる 

失敗や収入が不安定になるリスクはある
が、成長ややりがいに溢れる 
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【居住地に関する設問】 
Q27. あなたが居住地を選択する際に重視することは何ですか。あてはまるものをお選びください。また、新型コロナウイルス感染

症拡大を受けて、新たに重視するようになったことについてもお選びください。（MA） 
1. 食料品や日用品の買い物の便利さ 
2. 都市の中心部や繁華街へのアクセスの良さ 
3. 病院や介護施設など、医療・介護環境の充実 
4. スポーツや文化施設等の充実 
5. 治安の良さ 
6. 災害（地震、風水害、土砂災害）などの危険性

の低さ 
7. 衛生環境の良さ 
8. 保育園、幼稚園などの子育て施設の充実 
9. 学校などの教育環境の充実 
10. 希望する仕事の有無 

11. 賃金水準の高さ 
12. 家賃等の住まいに関する費用の安さ 
13. 地域の人々との活発な交流 
14. 祭りなどの地域活動の活発さ 
15. 自然環境の豊さ 
16. 気候の良好さ 
17. 公園などオープンスペースの豊かさ 
18. 人の混雑の少なさ 
19. 家族や親戚の居住地への近さ 
20. その他 

 
Q28. あなたが現在の居住地に住むようになったきっかけは何ですか。あてはまるものをお答えください。（MA） 

1. 子供のときから住んでいる場所だから 
2. 親の事情（転勤など） 
3. 自分自身の進学 
4. 自分自身の就職 
5. 自分自身の会社内の異動・転勤 
6. 自分自身の転職 
7. 結婚 
8. 妊娠・出産 

9. 子育て 
10. 配偶者の事情（転勤など） 
11. 親族の介護 
12. 自分自身の定年退職・早期退職 
13. 子供や孫との同居・近居 
14. その他 
15. きっかけになるものはない 
16. 覚えていない 

 
Q29. あなたが現在の居住地を選んだ目的や理由は何ですか。あてはまるものをお答えください。（MA） 

1. 進学したい大学や専門学校のため 
2. 色々なチャンスがあると思ったから 
3. 都会で暮らしたかったから 
4. 地方で暮らしたかったから 
5. 地元や親元から離れたかったから 
6. 地元や親元との近さを重視したから 
7. 色々な人に会うことができると思ったから 
8. 交通の便が良いと思ったから 
9. 趣味をより楽しむため 
10. 日常生活が便利そうだと思ったから 
11. 給与の高い仕事に就きたいと思ったから 
12. やりがいや成長のある仕事に就きたいと思ったから 
13. 実現したい夢があったから 

14. 流行や最新のトレンドを入手しやすいと思ったから 
15. 文化や芸術に触れる機会が充実していると思った

から 
16. レジャー施設などの遊ぶ場所が充実していると思

ったから 
17. 異動や親や配偶者の都合（自分の意志ではな

く、やむを得ず） 
18. 子育てがしやすい環境だと思ったから 
19. 医療や福祉が充実していると思ったから 
20. 老後の生活が送りやすそうだと思ったから 
21. 子どもや孫と同居・近居するため 
22. その他 
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Q30. あなたが地元に残らずに移住することを選択した背景となった事情として、あなたの地元にあてはまるものを全てお選びくだ
さい。（MA） 
1. 自分の能力を生かせる仕事が見つからないこと 
2. 賃金等の待遇が良い仕事が見つからないこと 
3. 希望する職種の仕事が見つからないこと 
4. 希望することが学べる進学先がないこと 
5. 人間関係やコミュニティに閉塞感があること 
6. 地域の文化や風習が肌に合わないこと 
7. 多くの人で混雑していること 
8. 災害の危険性が高いこと 

9. 物価や家賃等の水準が高いこと 
10. 生活や環境の変化に乏しいこと 
11. 日常生活が不便なこと 
12. 医療・福祉施設が少ないこと 
13. レジャー・娯楽施設が少ないこと 
14. 公共交通機関が不便なこと 
15. 子育て環境が良くないこと 
16. その他 

＃Q3 と Q5 で出身都道府県と在住都道府県が異なる人のみを対象 
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【仕事に対する価値観に関する設問】 
Q31. あなたの仕事観についてお聞かせください。 

※仕事をされていない場合は、もし仕事をするとしてお答えください。（SA） 
 1. そう思う 2. どちら か と

言えばそう
思う 

3. どちらでも
ない 

4. どちら か と
言えばそう
思わない 

5. そう思わな
い 

大企業で働きたい      
中小企業で働きたい      
ベンチャー・スタートアッ
プ企業で働きたい 

     

独立・起業したい      
出身地で働きたい      

 
Q32. あなたは仕事のために、転勤による転居を受け入れられますか。 

※仕事をされていない場合は、もし仕事をするとしてお答えください。（SA） 
1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

 
Q33. あなたは突然仕事を失ったとしても、希望の仕事につけると思いますか。 

※仕事をされていない場合は、もし仕事をするとしてお答えください。（SA） 
1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

 
Q34. あなたが理想と思う仕事はどのような仕事ですか。あてはまるものをお答えください。 

※仕事をされていない場合は、もし仕事をするとしてお答えください。（MA） 
1. 収入が安定している仕事 
2. 失業の心配がない仕事 
3. 自分の専門知識や能力がいかせる仕事 
4. 世の中のためになる仕事 
5. 高い収入が得られる仕事 

6. 自分にとって楽しい仕事 
7. 健康を損なう心配がない仕事 
8. 私生活とバランスがとれる仕事 
9. その他 
10. わからない 

 
Q35. あなたが現在の仕事を選ぶにあたって重視したことは何ですか。あてはまるものをお答えください。 

※仕事をされていない場合は、もし仕事をするとしてお答えください。（MA） 
1. 収入が安定している仕事 
2. 失業の心配がない仕事 
3. 自分の専門知識や能力がいかせる仕事 
4. 世の中のためになる仕事 
5. 高い収入が得られる仕事 

6. 自分にとって楽しい仕事 
7. 健康を損なう心配がない仕事 
8. 私生活とバランスがとれる仕事 
9. その他 
10. わからない 
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【男女格差・多様性に関する設問】 
Q36. あなたは「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった考え方について賛同されますか。（SA） 

1. 賛同する 
2. どちらかといえば賛同する 

3. どちらかといえば反対である 
4. 反対である 
5. わからない 

 
Q37. あなたの出身地の人たちは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった考え方について賛同しますか。（SA） 

1. 賛同する 
2. どちらかといえば賛同する 

3. どちらかといえば反対である 
4. 反対である 
5. わからない 

 
Q38. あなたの家庭における家事・育児等の家庭内での役割分担の状況についてお伺いします。あてはまるものをお選びください。

（SA） 
1（男性 10 割、女性 0 割）  2  3  4  5  6  7  8  9  10（男性 0 割、女性 10 割） 

＃Q14 の「結婚している（事実婚も含む）」を対象 
 
Q39. あなたの職場では男女どちらかが優遇されていますか。あてはまるものをお選びください。（SA） 

1. 男性の方が非常に優遇されている 
2. どちらかといえば男性の方が優遇されている 
3. 平等である 

4. どちらかといえば女性の方が優遇されている 
5. 女性の方が非常に優遇されている 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 
Q40. あなたの職場やあなたが直接知っている範囲で、職場（仕事）において、男性の方がより重要な役割を担い、意思決定

に関わるといった、男女の役割分担という考えはあると思いますか。（SA） 
1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 
Q41. あなたの職場において、セクシャルマイノリティ（LGBT 等の性的少数者）は受容がされていると思いますか。（SA） 

1. そう思う 
2. どちらかといえばそう思う 
3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 
5. そう思わない 

＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
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※国内の回答者限定の問 
○災害リスクと居住地選択の関係 
Q42. 現住地に住み始める際に、地震災害のリスクをどの程度考慮していましたか。（SA） 

1. 十分考慮していた 
2. ある程度考慮していた 
3. ほとんど考慮していなかった 

4. 全く考慮していなかった 
5. 覚えていない 
6. わからない 

 
Q43. 現住地に住み始める際に、洪水等の大規模水害のリスクについて把握し、それを具体的な居住場所の選択にあたって考

慮しましたか。（SA） 
1. リスクを考慮のうえ、より安全な場所を選択した 
2. リスクを把握はしていたが、具体的な居住場所の

選択の際に考慮はしなかった 
3. あまりリスクを把握していなかった 

4. 全くリスクを把握していなかった 
5. 覚えていない 
6. わからない 
7. 自ら居住場所を選択する機会がなかった 

 
○テレワーク利用の充実による郊外等移転の可能性 
Q44. あなたは、現在通常業務でテレワークによる勤務をしていますか。（SA） 

1. 完全にテレワークで勤務（全く出勤をしていない） 
2. 原則としてテレワークで勤務（出勤の頻度が週１回以下） 
3. 週に数回テレワークで勤務 
4. 原則として出勤しているが必要に応じてテレワークで勤務（出勤の頻度が週４回以上） 
5. テレワークを全く利用していない 

＃Q5 の東京圏在住者のみを対象 
＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 
 

Q45. 業務上の制限や設備等の制約が無くなり、ほぼ完全にテレワークでの勤務（出勤は月に１度未満）が可能となった場
合、現住地からの移転を検討したいと思いますか。 
※なお、現在完全にテレワークをしている人は現在の状況についてお答えください。（SA） 
1. 是非移転を検討したい 
2. 場合によっては移転を検討したい 
3. あまり移転を検討したいと思わない 

4. 全く移転を検討したいと思わない 
5. 職種・業種の特性上テレワークの利用が想定さ

れない 
＃Q5 の東京圏在住者のみを対象 
＃Q9 の「専業主婦」、「学生」、「無職」以外を対象 

 
Q46. 移転を検討する場合、どの程度の範囲の地域で移転を検討したいと考えますか。 

※関東地方：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県（SA） 
1. １都３県（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）内を目安に移転を検討したい 
2. 関東地方内を目安に移転を検討したい 
3. 他の地方を含め、場所に関係なく移転を検討したい 

＃Q45 の「是非移転を検討したい」「場合によっては移転を検討したい」と回答した人のみを対象 
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Q47. 移転を検討しない主な理由は何ですか。あてはまるものをお答えください。（MA） 
1. 配偶者・パートナーの勤務上の都合 
2. 子育て・教育上の都合 
3. 親戚関係・介護等の都合 
4. 引っ越し等に係る費用が無いため 

5. 現住地の生活利便性が高いため 
6. 現住地での人間関係を維持したいため 
7. 移住することに魅力を感じないため 
8. その他 

＃Q45 の「あまり移転を検討したいと思わない」「全く移転を検討したいと思わない」と回答した人のみを対象 
 

以上 


